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六

六

(

八
ニ
六)

;

経
箱
成
廣
を
生
み
出
す
:̂

ィ

ナ

、
、
、
冷
^

な

要

因

は':
'
;
'
‘
そ

の

経

済

が

も

つ

制

度
 

的
構
造
、;'.
-
と
り
わ
け
奋
業
行
為
の
目
標
や
競
争
過
程
の
.性
質
と
強
い
関
連
を
も 

っ
て
い.
る.
。近
彳
は
>

日

本

経

済

：の

高

度

1

長
も
設
備
投.
資
を
中
心
：と
す
：る
企
業
：
 

間
競
争
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
レ
ぅ
事
実
そ
ぅ.
し
た
認
識.
は
#
般
に 

ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
だ
が
皆
済
理
論
分
野
に
目
を
向
け
る
と
、. 

国
民
経
済
的
な
视
点
か
ら
経
済
成
長
論
争
が
：は
な
ば
な
し
く
展
開
さ
れ
た
の
.に 

比
べ.

て
、
企
業
な
ら
び
に
產
業
レ
ベ
/U-

で.

の
成
長
に
関
す
る
，
究
は
比
較
的
乏」 

し
か
っ
た
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ン
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
ス

の
発
展
を
反
映 

し
て
、
こ
の
"と
こ
ろ
海
外
で
の
企
業
成
長
の
理
論
的
実
証
的
恥
究
が
数
多
く
目 

に
ふ
れ
る
だ
け
に.

一

そ

ぅ

そ

の

.感

が

深

い

べ

.

も
っ
と
も
、
.'

現
在
ま
で.

に

わ

が

国

で

も

、
，
こ
の
領
域
に
お
い
て
ー
ー
ー
、

，
一

一

一

の

注
 

目
に
値
い
す
る
業
績
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
市
場
の
侧
而
よ
り
%• 

資
本
の
侧
而
に
強
調
点
が
置
か
れ
て
い
る
。.

し.
か
し
、企
業
の
市
場
条
件
、資
本

原

豊

.

方

い

か

ん

に

よ̂
に
せ
よ
：

企

業

成

長

.の
径
路
之
型
の
決

定

を

論

ず

る

場

合

に 

;.は':
t
r
し

ろ

市

場;c
>.

側

面

に

光

免

あ
v

る
必
要
が.
あ

る

。̂/.
T

■,.

シ
ュ
.ン
'
.。へ：.丨
タ
ー
の
創
造
的
破
填
の
過
程
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
.企
業
成
長 

と
は
す
ぐ
れ
て
.競
争
的
な
過
霞
に
外
な
ら
な
い
。
/
し
'た
が
'つ
て
、
企
業
成
.長
へ 

の
意
志
決
定
は
市
場
条
件
の
産
物
.で
あ
り
、
資
本
条
件
は
そ
の
実
現
条
件
で
あ 

‘る
。
企
業
成
長
と
い
う
パ
1
ブ
ォ
ー
マ
ン
ろ
ば
、
市
場
構
造
と
相
互
に
因
と
な 

り
果
と
な
る
関
係
'に
あ
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
と
り
も
直
さ
ず
独
占
と
競
争
の
動
態
的
側
面
で
あ
る
。
 

.

.

.

.
そ

れ

故
.企
業
成
長
の
市
場
側
面
が
.ら
.の
.ア
ブ
•ロ

ー

チ

は

.
、

.
競

争

と

独

占

の
 

動
態
的
分
析
と
必
然
的
に
関
連
し
、
独
占
問
題
の
解
明
に
も
手
が
か
り
を
与
え 

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

：

,
本
稿
は
こ
う
し
た
観
占〔

'か
ら
、企
業
成
長
の
。ハ
タ

ー

ン

と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
.、市 

場
：の
特
性
と
そ
の
構
造
に
童
点
を
置
い
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

条
件
め
し
ず
來
々
よ
り
重
要
な
诚
丧
説
明
要
阅
と
-L
y

'-
®
う
か
，は
■
題
め
姐
も
:

:
-̂
s-
g C

O
I
^
e
r
4

と
し
て
の
性
格
か
ら
、
企
業
は
、
喪
長
市
場
に
あ
る
^
停

.滞
市
場
に
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
成
長
へ
の
努
力
を
す
る
.
.0
'こ
の
努
力
を
怠
る
消

極
的
な
企
業
は
、
市
場
.か
ら
排
除
さ
.れ
る
。
強
固
に
み
え
る
独
占
的
，企
業
で

も
、
：潜
在
的
競
爭
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
の
例
に
洩
れ
な
い
。
：

-
:

企
業
成
長
の
靡
極
H
標
は
、.
利
潤
の
.増
大
な
い
し
は
維
持
に
あ
る
:0
成
長
せ

し
め
ら
れ
る
も
.の
が
、，.
売
上
高
.で
；あ>

0

ぅ
と
資
産
で
あ
ろ
.ぅ

：
と

こ

.
の
0
標

、
に

は'■

か
わ
り
は
な
い
。
周
知
の
よ
ぅ
に〗

最
近
の
企
業
1|
_

で
は
、.,
売
上
高
極
大

化
、
企
業
内
組
織
の
.配
慮
、
.企
業
の
流
動
性
、
.公
共
利
益
の
；尊
重
等
の
.諸
目
的

を
導
入
す
る
；
と
に
ょ
つ
て
、
利
^

@
大
化
原
理
の
.非
現
実
砠
の
修
正
亦
試
み

ら
れ
て
い
る
。
'
と
：は
い
え
、
..
.そ
れ
ら
は
あ
べ
ま
セ
も
副
次
的
な
も
0
戈
あ
り
、

企

. ^
行
為
が
利
澗
勸
機
に
よ
つ
て
貢
ぬ
：か
れ
て
い
る
こ
と
.は
否
定
で
き
な
い
，で

あ
ろ
う
0

.,
:.
.
'：
'
パ
-

...ベ

..'..

.

と
こ
ろ
で
'
.
'こ
.の
目
標
の
卞
に
企
業
が
成
長
.を
図
.る
に
あ
た
つ
て
、
S

寒
の
：

(

3)

.成
長
を
促
進
も
し
く
は
阻
害
す
る
.企
業
内
外
の
：要
因
が
介
在
す
，る
。

.

,

ま
ず
、
企
業
内
部
の
、成
長
要
因
は
、
(1
)

1
業
の
成
長
意
欲
、
.(2
)

^
:m
内
部
の
：
. 

人
的
物
的
な
朱
利
用
資
源
の
：存
在
で
.あ
；る
'.
:
'°.逆

に
内
的
障
害
と
な
る
の
.は
、
こ
：
■ 

れ
ら
の
欠
除
で
あ
る
:0
'

し

■ 

、

■ 

.

.企
業
成
長
を
促
進
す
る
外
的
要
因
は
、
(!
)
特
定
の
製
品
に
対
す
る
需
要
め
増
. 

大
、
.⑵
：技
術
の
変
化——

生
產
規
模
め
拡
大
を
必
耍
と
十
る
も
の
ソ
新
生
産
過 

輕
を
導
ス
す
る
务
の
.、
新
製
品
泠
生
産
を
可
能
と
チ
る
も
め
’

⑶
市
場
の
地
位 

を
改
善
冲
令
る
*

別
の
機
会
、：
(4
)
企
業
防
衛
：の
必
要——

多
角
化
や
統
合
筹
の 

実
施
め
必
耍
:-
'
:(
5
)有
利
な
資
金
調
達
源
泉
の
存
在
で
.あ
る
:0
:外
的
障
害
七
ふ
て
、
 

虹
ど
(1
)
特
矩
の
：製
品
市
場
汶
-,
€
)厳
し
：い
競
争
©-
.
.結
果
、
：
そ
の
市
場
へ
の
進
出
が
./
-
'
. 

诨
難
か
、
か
.つ
そ
れ
が
：可
^
龙
^
し
^

も
低
收
益
_に
甘
ル
じ
ざ
る
を
ぇ
な
ぃ
場

'
，企
業
成
長
と
市
場
構
造
.
.

合
、，
⑵
特
許
権
そ
の
他
の
制
限
ノ
⑶
資
金
調
達
の
困
難
、
⑷
原
料
、.
労
働
者
、
 

管
理
者
の
不
足
や
入
手
難
が
.あ
る
。
V
.
.
.
.

.
企
業
成
長
の
径
路
は
、
企
業
が
主
と
し
て
拠
っ
て
い
る
市
場
-

—

基
盤
市
場 

次
の
拡
張
と
：、
他
市
場
へ
.の
.進
出——

多
角
化
に
ょ
る
成
長
と
に
分
け
ら
れ
、
 

成
長
の
方
法
は
、.
企
業
自
体
の
拡
大
と
、
他
企
業
の
合
併
.
統
合
；と
に
分
け 

ら
れ
る
。
こ
ぅ
し
た
企
業
成
長
の
径
路
と
方
法
を
規
定
す
る
の
も
ま
た
.、
前
記 

の
内
外
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、.
.数
多
い
要
因
の
：な
が
で
も
0
と
も
重
要
な
も 

の
は
市
場
.と
資
本
で
あ
ろ
ぅ
。：
人
的
資
源
と
技
術
も
欠
が
せ
な
い
成
.長
，条
件 

で
あ
る
、が
、
こ
れ
ら
：は
資
本
.の
範
疇
に
.
一
括
し
て
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
.き 

る
。.
.こ
こ
：.で
ほr

谷
併
矶
^

に
，ょ
.る
ぽ
員
と
賛
ネ
#
因
を
し
ば
ら
く
措
き
、
:.
'企 

業
の
成
長
率
を
規
定
ず
る
要
因
を
.、:.
市
場
の
.側
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
■し
ょ 

-
.う

.0
- 二 

,
.
.
.
.

パ
'
: 

.

.
?

—

~

T

~

.

y':
'

l

r

"v'
:

:
. 一
;
.：

玲
鄉
妈
嫩
猶
，=m

猫
妈
：1

-M
X 
$
o 

x

_

.

0

p

#gf
_
DT
4

^

企
業
の
成
長
率
は
：
、-

そ
の
.企
業
が
属
す
る
：市
場
©
成
長
率
：と
市
場
占
有
度
の
. 

変
化
率
に
依
^

^
る
。ン
し
:*
1
'が
.タ
て
：企
業
成
長
仁
は
、
一：1
つ
：の
；

能
性
が
あ 

。
る
。V:

市
場
占
有
度
を
維
持
し
つ
ネ
沛
場
と
と

^
に
成
長
す
る
か
' 
市
場
の
成
^
 

に
；か
：か
.わ
り
な
く
市
場
占
有
度
を
増
太
.$
せ
る
；_こ
と
：に
上
0
;て
成
長
す
る
か
で
，
 

あ
.る
0
.
,つ
，
ま

り

フ
.布
場
.占
^

.

市
場
の
^
ィ
ィ
ン
シ
ョ
ー
ン
か
石
^

有
度
を
把
え
^

と
'̂

集
中
度
i

.
市

場

に

：
お

け

；

る
；企
樂
の
教
と
規
摸
分
布
^

^

と
な
る
。
：そ

れ

故
. '

、■ 

.

. 

. 
■.六
.七

(

八

_ー

」

.七)

.

.



施
業
.成
長
忟
布
場
め
：成
長
と
布
場
集
中
度
.に
ょ
つ
：て
規
定
さ
れ
る
と
向
時
に
ノ
:'
'

.:.

.
'以
土
の
永
準
の
加
入
阻
11
1
舾
格
が
成
立
す
：る
か
ら
で
あ
る
。
：

.

. 

市
場
集
中
度
は
企
業
成
長
：の
結
果
変
化
.し
て
ゆ
：く
こ
と
に
：な
る
。

•

.

. 

'
.
.

い
^

^
で
も
：な
く
、
'こ
こ
で
は
大
企
潫
は
加
：入
阻
止
価
格
に 

.

，つ
ぎ
^

,.
'
'
-
.
市
^
が
^'
長
す
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
：場
.合
に
わ
け
て
、
企

業

成：

潤
を
，，

S；

る
こ
と
で
満
足
:1
.、
.:
'
'布
場
爾
模
を
ォ
|
パ
1.
す
る
最
適
規
模
設
備
を
さ 

長
と
集
中
度
と
の
あ
り
う
べ
き
関
保
を
探
ろ
う
::
0
し
か
し
>
:集
中
度
は
ぃ
ゎ
ゅ
：::
.
ら
：に
導
入
し
て
価
格
を
切
下
げ
--
,
'
'
,
企
業
排
除
競
：争
を
行
な
ゎ
な
.：
ぃ

こ'>
:
が

前

提

.る
相
対
的
集
中
度
不
均
等
度
か
ら
把
.え
、、
具
体
的
に
は
規
模
.格
差
，

=

生
産
高格

.
： 

:
差
=
費
用
格
差
:̂
し
.て
表
現
さ
れ
ネ
と
考
.え

よ

ぅ

。
，
.
八

■
、

•

レ
へ
'

ゴ

....
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
' 

.

.

. 

.

.广

 

.

.

•

的
市
場
成
長
が
：な
：ぃ
齋
合
に
お
け
る
規
模
格
差
.と
企
業
成
長
。
：
：
'

こ
の
ヶー

ろ
に
本
け
名
規
摸
格
差
の
存
在
は
、.
.サ
イ
；ロ
：ス
-的
寡
占
理
論
に
よ

'

 

'っ
：て
説
明
す
る
-
と
.が
で
き
る
':
.0

. 

V 

:

サ
イ
ロ
：ス
は
、
経
験
的
需
要
弾
力
.性
を
一
と
■

す
る
。
'

の̂
仮
定
は
、:,
:
そ

；
 

の
布
場
に
対
す
る
社
会
0
貨
幣
支
出
が
不
変
で
.あ
る
こ
と
、
つへま
り
^
上
高
で 

:挪

-0
た
市
場
0:
規
模
は
ー
：定
で
あ
名
こ
と
を
意
味
す
る
。
;:
-
.こ
.の
前
提
の
下
に
、：

：
 

市

場

に

は

規

模
格
差
が
す
る
が
’

「

大
企
業
の
み
が
確
実
な
規
模
め
経
済； 

性
を
実
現
さ
せ
る
ご
と
が
で
き
る
。

v

そ
し
.
.て
、.
.
.
；'
.小
企
業
か
ら
大
企
業(

.へ
：.と
.
.成
.
.長
.

. 

.す
る
過
程
は
漸
進
的
で
は
な
く
、(

.飛
躍
が
あ
^
ぐ
集
中
が
進
む
^

^
れ

て

-
の

' 

飛
躍
の
幅
は
よ
り
大
き
く
な
る
。」

.

サ
イ
ロ
.
.
'
ス
は
こ
れ
を
技
術
の
不
連
続
性
と
' 

IV
:ぅ
。
要
す
る
に
企
業
間
に
規
模
に
応
じ
た
費
用
格
差
.が
存
在
し
、
低
位
企
業 

が
そ
の
格
差
を
縮
小
す
，る
こ
と
‘が
^

^

.で
な
い
.と
考
え
る
。.：
小
掘
模
企
業
，が
存 

続
し
ぅ
る
.の
は
、
大
企
業
の
最
適
規
模
と
市
場
規
模
と
の
差
す
な
わ
ち
大
企
業
： 

の
供
給
か
ら
残
さ
れ
た
布
場
部
分——

経
済
的
空
間
が
あ
る
か
ら
：で
：あ
り
、
>

.
 

れ
故
に
価
格
は
大
企
業
の
最
適
規
模
に
見
合
う
水
準
で
決
定
さ
れ
ず
に
、
.そ
れ

.で
あ
る
。，
 

.

::
こ
の
前
提
は
決
^
て
非
現
実
的
な
も
の
^
は
な
い
。

寡
占
市
場
ft
の
企
業 

は
，
ま
さ
に
社
会
的
グ
ル
：1
プ
の
：ご
'ど
.く
成
員
間
に
相
互
，の
認
識
と
共
通
の
目 

檫
1

利
潤
が
存
在
し
て
.い
る
か
ら
容
易
に
パ
ラ
レ
.ル
な
行
動
.を
と
り
、
暗
黙 

.
の
ヶ
^

に
グ
ル
ー
プ
の
利
害
に
つ
い
^

結
束
す
る
へ
傾
向
を
も
づ
ノ
と
く
に
プ
ラ 

ィ

ス

，
，
リ

ー

，
ダ

I
は

、
：1:
}
タ

：
し

た

：
暗

黙

0
企
業
組
織
0.
指
導
者
と
し
て
、.
共
通

の.

利
益
に.

碁
い..
た
価
格
決
^ '

を
# '.

.
^ -

い..
、.

t ->
iv

e
..a

n
d

/
.L

e
t.  

liv
e

政
策
を
貫
ぬ
ノ

■ 

(

5) 

-
•

\
く
の
が
通
常
で
あ
る
。
''
;

.

.

.

こ
の
サ
ィ
台
ス
の
モ
デ
ル
は
独
占
的
な
㈤
入
阻
Jl
l
'#5
格
^

^
を
ぅ
ま
く
説
明 

:

す
：る
が
、企
業
の
：成
長
：.は
十
分
に
説
明
し
.え
な
：い
難
点
を
.も
つ
て
.い
る
。何
故
な 

ら

;;
'
第
'~
.
.に
、
：技
術
の
本
連
続
性
が
導
入
さ
れ
て
い
；る
か
ら
で
：.あ
：り
、
第
ニ
に
、
 

市
場
規
模
が
1
.定
と
仮
定
さ
れ
.て〗

い
る
か
ら
で
あ
る
。
：と
は
.い
え
、
.製
品
差
別
：
 

が
小
さ
：く

同一

価
格
が
決
定
さ
れ
る
ょ
ぅ
な
寡
占
市
場
で
は
、
企
業
規
模
格
差 

'■
は
超
克
で
ぎ
な
い
ほ
ど
激
し
い
も
：の
：で
は
な
い
。
.
'卜
.
.
.
.
.
'

ン
：.
.へ:

' 

.
へ
：企
業
規
模
間
の
断
氣
を
作
り
出
ず
要
因
は
技
術
ょ
り
も
む
し
ろ
資
金
調
達
の 

困
難
幕
あ
り
、
し
た
が
0
て
不
連
続
性
は
資
金
調
逹
.が
：可
能
な
場
合
に
は
解
消 

す
る
と
：み
た
方
が
現
実
的
で
あ
石
。
'
■.

-

.'

.
,

一：：

般
：に
、
ノ
小
規
模
企
業
は
、
規
模
の
.経
済
を
達
成
す
る
方
向
：へ
拡
張
す
る
ィ 

:
ン
セ
ゾ
テ
：ィ
ヴ
は
強
ぃ
.で

ぁ

ろ

ぅ

？

し

た

が

っ

て

:-
'

市

場

に

ぉ

け

る

規

模

格

差

=

費
用
格
差
が
大
き
.い」

ほ
.ど
低
位
企
業
成
長
の
潜
在
的
可
能
性
.は
大
き
い
と
み

,
 

て
よ
い
。
し
か
し
、
市
場
規
模
が
一
定
の
と
き
^
は
、
，低
位
企
業
の
成
長
は
上 

位
企
業
の
縮
小
を
伴
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
低
位
企
業
が
資
金
を
調
達
し 

て
、あ
え
て
成
長
を
試
み
る
と
き
に
は
*上
位
企
業
は
そ
の
ト
レ
ー
ド
，
ポ
ジ
シ 

.ョ
ン
を
確
保
ず
る
た
め
に
俪
格
切
下
げ
競
争
を
挑
む
に
違
い
な
い
。
.渐
企
業
の 

加
入
の
場
合
で
も
事
情
は
変
ら
：な
い
。
上
位
企
業
が
価
格
不
変
の
ま
ま
で
市
場 

の
シ
エ
ア
ー
を
一
部
譲
り
渡
す
こ
と
.

は
期
待
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
方 

法
は
企
業
の
合
併
統
合
と
な
る
。

.
つ
ぎ
に
、

'-
う
七
た
费
用
格
差
に
基
い
て
価
格
競
争
が
行
な
わ
れ
る
場
合
を 

考
え
よ

う

。

こ

の

場
合
に
は
、
企
業
の
成
長
率
は
^

^
牽
の
増
大
函
数
と
：な 

る
。
上
位
企
業
の
手
に
シH.

ア
ー
は
集
中
し
、
.
.低
位
企
業
は
残
さ
れ
た
僅
か
，の 

余
地
で
存
続
す
る
か
、
余
地
の
な
い
と
き
は
排
除
さ
れ
る
か
で
あ
ろ
う
。
.
い
ず 

れ
に
せ
よ
、
市
場
成
長
が
な
い
場
合
に
は
低
位
企
業
成
長
の
可
能
性
は
小
.さ 

く

市
場
の
不
均
等
度
は
均
等
化
さ
れ
ず
に
、：
大
企
業
に
と
っ
て
有
利
な
価
格 

決
定
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
.

.

ゾ

.

.

.

.

㈡

：
市
場
成
長
が
あ
る
.場
合
。

'yy.

以
上
の
.サ
ィ
ロ
ス
的
理
論
で
は
、
最
適
規
横
の
存
在
す
な
わ
ち
卩
字
型
費
用 

曲
線
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仮
定
の
卞
で
は
、
大
企
業
の
最
豸
規
模
を
こ 

え
る
成
長
は
制
約
さ
れ
る
。.
他
方
、.
大
企
業
以
外
.の
企
業
は
.大
企
業
の
も
つ
規 

摸
の
経
済
性
を
手
に
入
れ
る
べ
く
成
長
を
企
図
す
る
が
、，
市
場
が
徐
々
に
成
長 

す
る
場
合
に
.は
、最
適
規
模
の
追
加
は
大
き
な
過
剰
設
備
を
招
く
.か
^
、大
企
業 

の
成
長
は
市
場
の
成
長
を
下
回
り
、.
.そ
の
市
場
間
隙
に
低
位
企
業
が
成
長
：

(

技• 

，術
の
速
続
性
を
仮
定)

し
':
市
場
の
：集
中
度
が
低
下
す
る
可
能
性
は
大
き
い
。
こ

企
業
成
長
と
市
場
構
造
.

の
：場
合
、
企
業
規
模
の
不
均
等
度
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
低
位
企
業
成 

長
'の
余
地
は
相
対
的
に
犬
と
な
ろ
う
。
企
業
成
長
率
に
'つ
い
て
も
、
企
業
規
模 

が

大

と

な

れ

ば

'
、

-.
:
.
.
ー

 

定
の
テ
ン
ポ
の
成
長
を
維
持
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
拡 

張
の
絶
対
贵
は
.

t

そ
5
増
大
す
る
か
ら
、
低
位
企
業
の
成
長
率
の
方
が
大
企
業 

の
そ
れ
よ
り
相
対
的
に
高
ぐ
な
る
。

：
，

.

.

.

，結
局
、「

成
長
し
つ
つ
あ
る
経
済
に
お
け
る
事
i

中
の
発
展
と
持
続
性
は
、
 

作
り
出
さ
れ
る
間
隙
の
数
と
型
と
、
-さ
ら
に
そ
の
間
隙
に
進
出
し
成
長
す
る
中 

小
会
社
ひ
能
力
と
に
依
存
す
る
。」：

こ
の
中
小
ゑ
a：
の
.能
力
が
資
本
の
側
面
と 

深
く
関
連
し
て
い
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

だ
が
、
，も
•っ
と
正
確
に
は
、
こ
れ
.に
費
用
条
件
を
加
え
'な

く

て

は
な

.ら

な 

い
.。
い
.
.ま
む
字
型
費
用
.曲
線
.の
仮
定
を
は
ず
し
て
、或
る
規
模
以
上
で
費
用
曲
線 

が
水
平
的
と
な
る
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。

■

こ
の
場
合
に
は
、：
太
企
業
の
成
長
テ
ン
ポ
.が
小
企
業
の
そ
れ
よ
り
も
早
く
な 

る
か
遅
く
な
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
統
計 

.

.的
ア
ブ
p
_ I
チ
で
は
，
企
業
規
模
と
成
長
率
と
の
関
係
は
な
い
と
推
定
し
て
い 

る
。
 

.

.

'

費
用
曲
線
が
通
降
す
る
と
き
は
ど
■う
か
。
：
大
企
業
は
低
費
用
、
：
小
企
業
は
高 

費
用
で
.あ
る
。
し
か
も
、
上
位
企
業
の
'規
模
'(
0
'
.経
済
に
限
度
は
.な
い
か
ら
、
そ 

の
.気
に
な
れ
ば
上
位
企
業
は
.低
位
企
業
を
排
除
し
う
る
こ
と
：に
な
る
。
'他
方
、

こ
の
場
合
に
は
、パ
小
企
業
の
ぽ
長
へ
の
：イ
ン
セ
ゾ
テ
ィ
ヴ
は
強
く
、
ま
た
技
術 

の
連
続
性
が
完
全
だ
か
.ら
小
，企
業
が
大
企
業
に
成
長
す
る
可
能
性
は
大
き
い
。
 

問
題
と
.な
る
の
は
、
市
場
の
成
浪
速
度
と
、
.上
位
企
業
と
低
位
企
業
の
成
長
の 

速
度
で
あ
り
、
後
者
を
主
：と
し
て
決
定
す
る
の
'は
成
長
の
た
：め
の
資
金
のK

ベ

_

.
六
九
'C 
八
一
，

一

九)■
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;:r，v パ

:が

I

,“_:丄

'ィ
ラ
ビ
リ
テ.

ィ
'
の
差
で.

あ
ろ.

ぅ
。

•

，

. 

.

.

資

金
調
達
に
は
，
：留

保

利

潤

:-

不
要
資
産
の

.

売

却
':
'

外
部
資
金
借
入
れ
の
；三 

ル
I

ト
が.

あ
る
。
く
こ

.

れ
ま.

で
：の.

条
件
で
；は
大
企

.

業
0

.利
潤
率
は
小
企
業
ょ
り
も 

高
-<
:

、
：H

ル
ー
ト
の
い

.

ず
れ
に
お
い.

て
も
大
企
業
は
有
利
な
地
位
を
占
め
て
い
.：

る
。

.

"

V
 
一'.
.
:
.
:
シ

■:
 

.■ -
:

r.
 

.
ゾ
-ぃ
.
-
:
:
' 

.

以
上
か
ら
、
企
業
成
長
は
市
場
構
造
と
り
わ
け
規
模
格
差
.に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
.0
し
.か
し
、.
市
場
構
造
は
ま
た
逆
に
企
業
成
長
の

■パ.

タ
ー
：ン
に
"よ
：0
て
変
化
を
ぅ
け
る
。
.
.：そ
の
変
化
の
方
向
は
二
つ
.
.に
分
，れ
る
。

そ
の
第
.一
は
、
-.
.市
場
規
模
が
拡
大
す
る
場
合
に
低
位
企
業
の
成
長
率
が
相
対

.的
に
高
く
、,'.

規
模
格
差
が
縮
小
す
る
方
向
で
あ
り
、
第
二
は
、
±
位
企
寒
の
成

長
率
が
高
く
，
規
模
格
差
が
拡
大
す
る
方
向
で
あ
る
。
'
;タ
ウ
：ニ
ー
の
定
義
を
修

正
し
て
、
こ
こ
で
は
第

--
*

の
方
向
を
キ
ヤ

.

ツ
チ

•

ア
ツ
プ
，
メ
力
-■
ズ
ム
と
呼

び
、
.第
一
一
の
方
向
を
ト
一
フ
ゾ
ス
フ
ァ
ー

.

メ
力
，ニ
ズ
人
と
呼
ぶ
こ
と
.に
し
.よ 

(

9)

5

0
 

. : 

V 

' 

,

.

.

. 

;

.
現
実
の
企
業
成
長
と
市
場
構
造
の
態
様
は
、
‘
こ
の
ニ.

つ
の
メ
カ

'-

'ズ
ム
の
相 

互
交
渉
か
ら
生
れ
る
9

た
と
え
ば
、
よ
り
効
率
的
な
企
業_

こ
こ
で
は
よ
り 

大
規
模
な
企
業
に
.代
置
し
た——

が
効
率
的
に
劣
る
企
茱
を
犠
牲
と
レ
て
成
長 

す
る
と
い
ぅ
適
者
残
存
の
傾
向
が
な
け
れ
ば
市
場
経
済
の
特
質
は
消
滅
す
る
。

. 

し
か
し
、
こ
：の
傾
向
I

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

V

メ
カ
一一.ズ
.ム
.が
極
度
に
推
し
進 

め
ら
れ
る
と
、
高
効
率
企
業
：へ
の
全
生
産
の
集
中
が
実
現
す
る
か
ら
、
' 

こ
の
メ 

力
'ニ
ズ
ム
は
自
己
破
壊
的
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
.：た
し
：か
に
ノ
か
な
り
.の
産
寒

:

:七
：〇

(

八
三
〇)

ま
少
数
の
大
企
業
ぬ
高
度
^
生
産
が
集
中
し
て
、い
：る
し
、
.：集
中
に
向
か
う
傾
向 

:

も
み
ら
れ
る
。、へ
し
か
し
ド
集
中
化
は
决
し
て
會
遍
的
で
は
な
い
ツ
後
述
す
.る
よ 

;5
:に
日
本
で
は
集
中
霞
は
低
下
傾
向
を
示
1

て
い
る
>
そ
れ
故
、
ト
ラ
ン
ス
フ 

一
ァ
1
:，

メ

カ

と>:
'-
4
:に
ば
何
ら
か
；の
抵
抗
カ
が
あ
る
に
相
違
な
：い
。
前
述
の
寡 

.

.占
市
場
に
お
け
る
企
業
間
のX

'

ル
ー
プ
意
識
、
知
る
い
.は
協
定
、
さ
ら
に
は
独 

占
対
策
が
こ
の
抵
抗
力
と
：な
る
場
合
も
.あ
.ろ
う
？
だ
が
、
.低
効
率
企
業
が
高
効 

.
率
企
業
に
追
い
つ
き
、
極
端
な
場
.合
に
：は
そ
れ
に
と
っ
て
代
る
メ
力
ニ
.ズ
ム
は 

も
.っ
.と
も
強
い
抵
抗
力
で
あ
ろ
う
。.
こ
れ
が
、
キ
ヤ
ツ
：チ
.
•ア
ツ
プ
• 
メ
カ
ニ 

ズ
.ム
で
あ
る
。
パ 

• 

'

:キ
：ヤ
ネ
チ
•
'ア
ツ
プ
•
メ
力
.二
ズ
ム
：は
、
市
場
需
要
が
急
速
に
拡
大
す
る
と
ぎ 

に
と
.く
に
強
く
作
用
す
る
。
' 動
態
的
な
均
衡
の
過
程
は
、
-
市
場
の
成
長
と
企
業 

.，規
模
、の
成
長
が
釣
合
う
過
程
に
外
な
ら
な
い
*
企
業
規
模
の
成
長
テ
ン
ポ
は
大 

.企
業
よ
”り
も
..小
.企
寒
の
方
.が
相
対
的
■に
大
き
い
。
ト
ラ
ン
X
ラ
ア
ー
.
•メ
カa

 

ズ
ム
は一

般
に
市
、場
需
要
の
拡
大
が
緩
漫
も
し
く
ば
停
滞
し
.て
い
る
と
き
に
強 

く
作
用
す
る
。
 

:

:

い
ま
ま
.で
：は
企
業
、の
成
長
は
基
礎
市
場
に
お
.け
る
拡
張
：に
限
定
し
へ
で
.き
た 

が
、
つ
ぎ
.に
多
角
化
す
な
わ
ち
他
市
場
へ
の
進
出
の
径
路
.を
問
わ
な
く
て
は
な

ら
.な
い
。

•

.

.

■:
;

,

,

.現
実
の
.産
業
：は
い
.
.く
つ
：か
の
市
場
の
合
成
物
で
あ
り
、
企
業
は
同
一
産
業
に 

属
す
る
多
種
の
製
品
を
生
産
し
て
い
る
。
ト
ラ
.ン
ス
.Is.

ァ
ー
• 
メ

力

一

一

ズ
A
の 

働
き
に
よ
づ
て
'絶
対
的
集
中
度
が
上
昇
し
た
市
帛
、
:■
あ
る
'い
は
キ
ヤ
ツ
チ
.
ア 

ツ
プ
，
メ
カ.-I:
ズ
ム
：が
完
結
し
て
、
' 市
場
が
上
位
の
同
等
規
模
の
企
業
に
よ
っ 

て
分
割
さ
れ
て
.
.い
る
い
わ
ば
モ
f

 

7 二
的
市
場
に
あ
る
大
企
寒
の
生
産
は
、

市
場
の
.拡
大
と
比
例
し
な
い
で
一
企
業
の
生
産
が
増
大
す
.れ
.ば
、
へ
価
格
引
卞
； 

げ
あ
る
い
は
他
企
業
の
生
産
縮
小
を
結
果
す
る
と
い
，う
意
味
で
相
互
に
結
び
つ
. 

い
.て
い
る
。
し
た
が
ら
て
、
そ
う
し
，た
市
場
に
お
け
る
企
業
が
、
基
盤
市
場
の 

.成
長
ょ
ひ
も1

そ
う
速
い
企
業
成
長
を
望
む
な
ら
、

つ
ね
に
多
角
化
し
た
り
、
 

競
争
者
の
シ
X
ア
ー
に
侵
入
し
た
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
後
者 

は
高
価
か
.つ
危
険——

競
争
者9

反
応——

が
あ
る
：か
ら
、
，暗
黙
的
な
い
し
は 

明
示
的
協
定
の
下
に
競
争
は
回
^
さ
れ
、
他
の
市
場
も
し
ぐ
は
員
罾
に
多
角
化
.
' 

し
て
成
長
す
る
方
法
が
採
用
さ
.れ
る
の
、が
普
通
で
■あ
る
.。
心
か
；も
、
♦
角
化
に 

し
た
が
っ
て
加
入
し
.た
市
場
で
も
，
キ
ヤ
.
‘ツ
チ
•
ア
ツ
；プy

メ
カ
二
f

と
ト 

デ

ゾ
ス
フ
ァ
ー
，
メ
^
.ニ.ズ
.ム
が
働
#,
、.
.
.
や
が
て
集
中
度
が
高
ま
ら
：て
く
る
と 

再
.び
他
の
市
場
に
多
角
化
す
る
0
企
業
の
戚
長
径
路
は
、
-こ
.の
ル
取
也
型
の
：多 

角
化
に
外
な
ら
な
い
。

■■
:
現
実
に
は
ノ
企
業
は
、
'主
と
：し
：て
所
属
し
て
い
る
産
業
内
で
多
種
の
品
目
を 

.生
産
し
、，
：さ
ら
に
他
産
業
へ
の
多
角
.化
お
ょ
び
垂
直
的
統
合
を
行
な
い
つ
つ
成 

長
し
て
い
る
.

'

.

:

合

併

も

し

く

は

統

合

に

ょ

る

：企

業

成

長

办

可

能

性

は

.
ど
3 .

か
。
，
、
基

盤

市

場
^
 

限

矩

し

：て

考

え

て

み

ょ

う

。
；

'
合
併
に.

ょ

る

成

長

は

そ

.れ

に'±
っ
へ
て
何
ら
か
の
利 

益

が

見

込

ま

れ

る

か
|

が

、';
そ
の
：主
：な

も

の

は

、
：
：
つ
ぎ
の
主
つ
で
：あ

る

。
':
::
:.
.
 

ト
㈠

.
あ

る

点

を

こ
.

え

る

と

、
ベ
企
業
の
，成
長

.

の

伸

び

に

応1>
て
：費

用

が

急

速

に

ソ
ベ.-
増

大

す

る

。
：
、
':
'て
：
パ::

'

.

.

-

:

'

;
(=
)

あ
る
状
態
の
下
で
は
、
.
企
業
は
効
果
的
な
拡
張
を
す
る
に
あ
た
：っ
て
、
 

規
模
.の

上

で

：
の

不

連

続

性

に

直

面

す

る

。
：
：

.:
;
'.
'
ン 

.,

'，
■
•

㈢
：.
合
併
は
市
場
内
の
生
産
能
力
を
増
ざ
な
い
か
ら
、
拡
張
に
.と
も
な
う
価

. 

'企
業
成
長
.と

：市

場

構

造

'

.

：

 

:

'
.
.
' 格
.の
&

下
^
^
0
*
^
^
^

る

，
V

:

.け
れ
ど
も
、
，
' 

1

般
に
い：

o

^
、

(

i
ロ
併
は
成
長
市
場
で
は
実
現
し
難
い
。
市
場

規
模
が
拡
大
す
る
と
•ぎ
に
は
あ
ら
‘ゆ
る
臨
界
点
が
上
昇
す
る
か
ら
で
あ
る
。
合

併
が
も
.っ
.は
ら
行
な
わ
^

^

..0

.は
';
'
.企
業
が
成
長
.を
目
指
す
と
き
ょ
A
も
む
し

ろ
防
衛
的
態
度
を
と
る
と
き
で
あ
ろ
ぅ
。
し
か
%'
，
そ
の
機
会
で
さ
'え
も
、
反

独
占
政
策
に
お
っ
て
制
限
さ
れ
で
_い
?>
;

こ
.と
ゆ
周
知
で
あ
る
。
.

,
'
!
:
っ
.ぎ
.に
、-
基
盤
苽
場
^

^
他
布
臀
へ
0 .
多
肩
化
が
合
併
钇
通
じ
て
行
な
わ
れ

•
る
こ
.と
は
む
ば
し
ば
あ
る
，
。
' 來
知
の
市
場
に
加
入
す
る
と
き
：に
は
、
' 既
存
企
業
，
.

.の
経
験
と
技
術
を
生
办
\

.
そ
机
支
橋
頭
堡
^
す
る
方
法
が
有
利
だ
か
ら
で
あ

.る
。
' わ
が
国
に
お
け
る
系
列
化
の
な
か
に
も
、.
こ
の
_

|#
.
,に
]1
す
る
も
.の
が
少

;

.

な
く
.な
い
'
。
：
'
.
•
. 

 ̂
今
：

■

. 

-
■-

さ
て
、
最
後
に
、；
以
上
の
.推
論
を
.禱

：の
現
実
に
照
応
名
ぜ
て
み
ょ
ぅ
。

'
■■
•■
'

,

'

'

.

.

:'
.
.
.
. 

.

.

.

.

:■
■-
 

'  

• 

.
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一
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■ 

.
四

.

:

\
:
:1

経
済
、
：

.

一：産
業
を
問
わ
ず
、。
企
業
は
大
体
.>
大
企
業
が
少
な
く
小
企
業
が 

•
多
い
.と
い
う
J.
型
の
分
布
を
し
て
い
る
。：
し
か
し
、
現
在
ま
で
に
何
故
に

f
,

.
し
龙
分
布
が
示
さ
：れ
る
か
、
：あ
る
い
は
何
故
規
模
格
差
が
存
在
.す
る
か
、
を
説 

:
明
し
た
.理
論
は
ほ
と
ん
ど
な
.か(

っ
；た
。
It
J
-述
の
ご
と
く
、
.寡
占
産
業
内
に
お
い 

:
て
、一：

大
小
規
模
の
企
業
が
存
在
：す
が
理
由
を
加
入
.阻
止
f

決
定
理
論
か
ら
説 

明
し
た
サ
ィ
ロ
.
ス
の
業
績
が
目
立
つ
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら 

,

企
業
成
長
の
分
析
以
前
に
止
.ま
.っ
て
い
る
。.

'.一
:

.：V

:

;

-.
';
:

ノ 

.

.

.そ
の
ほ
■か
.に
も
、
'
:
1
サ
ィ
モ
.ン
.と
、ボ
；二.
-
.
.
.

丨
：>1

-:
'
'
.あ.る
.
.い
.は
.パ
.
.̂-
マ

ー

と

.

.
パ
シ
ジ 

:

ァ
ン
、：：
コ
.リ
シ
、、ス
.と
、。フ
レ
ス
ト
ン
等
が
統
計
的
ァ
ブa

丨
，チ
か
ら
、
企
業
の
規

:

•

.七1
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模
分
布
と
成
長
の
問
題
を
検
討
し
て
い
W
OV
.

.

.た
と
え
ば
、
サ
イ
モ
ン
と
ボ
ニ
ー
ニ
は
、
全
経
済
に
お
け
る
規
模
分
布
.を
統 

計
的
に
^

^
し
-̂
^

-
の
比
例
効
果
の
法
則
ヤ
あ
る
規
模
階
嚴
内
ゆ
企
案
©•
:
規| 

.

.模
^
変
化
率
の
分
布
は
、
す
べ
'て
：の
規
模
階
層
岭
と
.っ
ぜ
_

—̂:
^

定
、
：つ
史
り
大
企
業
と
小
企
業
.̂
の
間
に
成
長
^-
'
の
差
異
が
な
：い
"と
：：の
，想

^
 

を
べ
規
模
に
対
す
る
収
益
.

j .'

定

が

仮

定

さ

れ

る

と

き

、
；
，
各

規

模

の

：企

寒

の

%：
つ 

機
会
が
同i

で
あ
る
ど
期
待
す
る
の
は
自
然
.で
あ
る
こ
と
、
徭
験
的
事
#
に
よ 

:

く
適
合
す
る
と
い
:'
5

ニ
つ
，の
理
由
か
ち
支
持
1;
、
か
づ
産
業
内
に
も
^
^
で
き

る
と
し
て
い
る
0

ハ
イ
マ

I

と
。ハ
シ
ジ
ァ
ン
媒
、
サ
イ
モ
ン
と
ボ
，一I
 

ニ
の
研
. 

'究
を
産
業
レ
；■ベ
ル
^
ま
：で
ブ
レ
|
.ク
.
.
.
，'ダ
：ゥ
-̂

し
て
.
.、-
規
漠
.
.
，
.
.
.
.
：
'

_

.

. 

別
成
長
率
ほ
ぼ
均
等
の
亊
実
を
確
認
じ
て
1>
る
.が
、

コ

ス

ト
.

逦
減
I

大
規
模
の
経
済
I

の
設
定
.の
下
で
、.
企
業
或
長
' 

:

.

:

図第

V3 VI

郎 市 場 上 場 20 3 社 抽 出注 :

第 二 v 図

48

七
ニ 

(

八
三
ニ)

.

.率

.の
規
模
！：
算
術
平
均
の
水
準
.が
.ほ
ぽ
同
-

1.

.で

.あ
る
こ
と
よ， £>

も
、
.襲

の

'
1
 

:

少
匕
つ
れ
で
戒
長
率
の
標
準
偏
差
ガ
高
ま
る
こ
に
注
目
し
て
い
.る
。.

し
か
じ
，
.
.こ

；
の

両

研

究

つ

 

'さ
.ち
に
は
ァ
メ
リ
カ
.の
®-
大

百

社

を

対

象

と

し

て
 

行
な
っ
た
3
リ
シ
ス
七
フ
.レ
.ス
ト
ン
の
研
究
は
、
. '

市
場
構
造
の
分
析
が
な
い
と

い

ぅ

弱

点

：
の
：
た

め

に

.、

V

企
業
規
模
と
企
業
成
長
の
理
論
説
明
に
は
：欠
け
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
.'
:
: 

■ 

• 

'ン

..

日
本
経
済
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
も
、';
企
業
の
規
模
別
分
布
は
同
じ
く 
J

M ..
. 

.で
あ
る
。，
し
か
し
、
非
常
に
特
徴
的
な
.こ
と
.は
、
：売
上
高
成
長
率
お
よ
び
有
孩 

固

定

資

座
成
長
率
を
義
豐
み
.る
，と
、，
一
般
に
大
企
業
の
说
長
率
よ
り
も
中

6
15

S 1
珍
犯 —

ば
|

\

|

!多 
1̂
I .

I
|
1
讓
I
辟
1

3
.
^

j

n

:
1;
J;
.

n

j

成

長

牢

S

I

妹
V _ /  \ ~ J

紙 ぐ
' パ

滞 業 種

紡
辕

'機
械
，

I

注 ) 3 9 年 経 済 ^ 良 書

1' 実 級 成 長 倍 率  

(30〜36年 度 ）

シ ェ ア 一 の

変 化 率

鉄 鋼

1 位 グ ノ レ 一 プ 1 . 8 7 0 . 7 5

2 位 〃 2 . 2 2 0 . 9 1

_ 動 取

1 位 企 業 3 . 3 2 0 . 4 9

2 位 " 3 . 8 9 0 . 6 2

電 気 機 械

• . ■

1 泣 企 業 4 . 05 1 . 0 6

2 位 み 4 . 5 5 1 . 15

化 学

1 位 企 業 2 . 0 5 1 . 2 2

2 位 " 2 . 7 6 1 . 6 9

合 成 繊 維

1 位 企 業 2 . 13 1 . 0 8

2 位 " 4 . 21 4 . 2 5

(注 ） 38年 経 済 白 書

小
企
業
の
成
長
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。(

第
一
図)

こ
.の
事
実
は
、

前
述
の
：
 

.
例
効
果
の
法
則
七
対
立
す
る
。
:

さ
ら
に
、
'当
面
'の
，対
象
で
あ
る
産
業
レ
べ
ル
.で
企
業
成
長
の
テ
ン
ポ
を
み》 

と
：、
第
1
1図
'の
ご
と
:<
、，
集
中
度
の
高
い
市
廣
成
長
業
種
で
は
、，
、低
位
企
業( 

方
が
高
べ
な
つ
て
い
る
。，
こ

'5
:1
.
た
動
き
は
、
市
場
構
造
に
変
化
を
与
え
る
。
 

そ
.の
一
.般
讷
な
結
果
.は
”

:±
.塾

■

a

位
一
1
1进
、
上
位
:-
5
:社
、'ゾ.の
.綜
合
集
山 

度
の
低
下
に
現
わ
れ
.̂
い
.:^
_
.ま
た
右
表
東
示
^
'れ
る
ij
:

.:
^

に
-
部

業

種

.
を
机 

き
、
.7
1
位

企

：澤

ょ

り
:4
;

$
企
業
の
成
遏
率
が
高
.;
<
-
:

「

そ
.の
結
果
は
シ
¥

7
 

:■
企
業
成
長
七
市
場
構
造
'

;■
'
■

の
変
化
の
差
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
日
米
間
：の
企
業
成
長
の
パ
タ
ー
ン
の
相
違
は
、
.わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
検 

討
し
て
き
た
企
業
成
長
.と
市
場
要
因
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
不
均
等
な
企
業
規 

模
分
布
の
卞
で
市
場
が
成
長
す
る
と
き
に
.は
低
位
企
業
の
成
長
率
が
上
昇
ず
る 

可
能
性
が
大
で
あ
る
と
の
仮
説
と
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
つ
ま
り
多
く
の
市 

場
の
急
速
な
.拡
大
に
基
い
て
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
お
ろ
う
。

し
か
も
、
こ
の
事
実
は
、
.成
長
に
関
す
る
企
業
の
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
が
比 

較
的
良
好
で
あ

っ
た
こ
と
、.
す
な
わ
ち
寡
占
的
市
場
に
お
い
て
か
な
り
の
競
争 

要
因
が
働
い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
、
低
位
企
業
が
相
対
的
に 

.
急
速
に
成
長
す
る
市
場
：に
.お
い
て
価
格
が
硬
直
的
な
場
合
，は
、
企
業
間
に
プ
ラ 

ィ
：ス
•

リ
ー
ダ
.
丨

.

シ
ッ
プ
あ
る
い
は
暗
黙
的
に
か
明
示
的
に
か
ヵ
ル
テ
ル
慣
行 

が
存
在
/L
、
加
入
阻
止
価
格
水
_'
で
4

位
企
業
が
相
対
的
に
高
い
独
占
的
利
潤 

を
享
受
^

つ
..つ
あ
る
^
み
る
..こ
.と
，が
.で

き

ょ

う

。
：
.
；

'

な
お
、.
.か
か
る
低
位
企
業
の
成
長
は
、
必
要
な
資
金
の
調
達
が
可
能
で
あ
っ 

た
こ
と
を
意
味
し
て
.い
.る
。，
そ
の
源
泉
と
し
て
考
え
ち
れ
る
の
：は
、
成
長
過
程 

に
.お
七
，て
低
位
企
業
亦
比
較
的
高
：い
利
潤
を
獲
得
し
え
た
か
、
い
わ
ゆ
る
系
列 

融
廣
.を
通
1>
:
て
容
易
に
外
部
資
金
を
借
入
れ
る
.こ
.と
が
_で
き
た
か
の
—-
一、ル
ー
ト 

で
あ
ろ
.

Arv。
I
?

知
，の
.ょ
う
に
宮
崎
論
女
は
後
者
に
重
点
を
置
き
、
経
済
企
画
庁 

は
前
者
に
；.重
ぶ
を
置
い
：て
'い
^

亡
の
^

の
解
明
は
本
腐
に
残名

.？ t

た
課
題
で 

あ
ろ
う
;,
0

:
:
,
、
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〔

始
め
に

〕

.
、重
農
学
派
は
土
地
に
-つ
い
で
所
有
権
が
分
.散
し
て

い
.る
；状
態
を 

嫌
っ
た
？
生
産
量
.を
引
上
げ
■る
に
は
こ
れ
を
整
理
し
.て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
.い
わ
ゆ
る
所
有
権
の
'集
中
で
、：
こ
.
.
.
の
過
程
：を
通
じ
地
主
制
が
：股
成
さ
.れ 

る
と
と
に
な
つ
た
。
事
実
十
八
世
紀
の
.中
葉
に
.は
所
有
権
集
積
：の
動
き
が
、活
発 

化
し
た
。
重
農
学
派
：は
.そ
の
撤
底
を
策
じ
、.
'土
地
ば
対
す
る
：関
_心

を

い

^
.
い

ょ 

盛
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
.な
い
必
要
を
感
じ
た
。
そ
れ
に
は
穀
物
に
つ
い

.て
畠

価

：
 

格
を
保
証
す
れ
ば
い
い
。
^
格
が
高
い
時
、
利
潤
も
多
く
、
土
地
に
，向
う
資
本 

も
そ
れ
だ
け
増
そ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
現
に
：重
農
学
派
.で
関
心
.は
高
価
格 

の
維
持
に
結
集
'し
て
い
た
。
い
.か
に
し
て
可
能
か
。:

重
農
学
派
は
穀
物
取
引
：の
' 

障
害
を
除
ぐ
ご
と
'で
そ
れ
が
達
成
で
き
る
.と

：
み

：
た

。
，

い

：
わ

ば

取

引

の

自

由

で

あ
 

つ
.た
。

' ベ
.ル

タ

ン

は*■
農

主

義

を

信

ず

る

。

.し

か

し

国

務

の

，
当

而

の

責

任

者

.と
：
 

し
て
彼
は
：.一
気
に
重
農
主
義
に
加
担
で
き
な
い
。
ベ
ル
タ

ン
は
地
主
制
の
拡
充 

で
土
地
を
奪
わ
れ
る
人
々
.の
窮
状
に
注
自
し
た
。
.
ベ
ル
：タ
ジ
.の
思
想
の
底
に
.は 

■

書

.

評

人
道
主
義
的
な
立
'場
が
あ
っ
^

:'
:
べ
，ル
：：タ
ン
：に
よ
：れ
ば
、：，フ
ラ
ン
‘ス
全
土
を
也 

主
制
の
城
充
.と
い
：L
方
向
セ
1
.
:
括
ず
る
こ
.>
.に
ゆ
.非
常
な
危
険
が
左
.も
な
':っ 

た
。
'*
'
地
方
に
.よ
り
複
雑
.な
事
情
が
：あ
る
.こ
と
'を
認
め
な
_け
れ
ば
な
^
な
い
。

^
 

ノ
は
噥
業
調
寒
を
繰
返
し
，
そ
の
実
態
の
認
識
を
深
め
务
な
と
に
努
カ
し
た
：。：
い
：
 

.

.

.
わ
は
.地
域
羞
の
問
題
で
.へ
：.彼
.は
ぞ
.
.れ
を
か
：.た
く
ふ
ま
え
■て
政
策
を
立
■て
る
.こ
と 

:

の
'必
要
性
を
強
調
す
る
の
で
：あ

？
た
。：
彼

は
—.V

気
に
押
切
ろ
う
と
し
な
い
。
.慎 

重
を
旨
と
し
た
。：
そ
し
-て
現
実
と
，-い〉

う
厚
い
壁
：の
前
に
'彼
本
来
の
立
場
す
ら
取 

下
げ
て
し
ま
o
ハ
た
，
小
心
な
人
物
と
い
わ
な
け
れ
ば
-な

ら

^

い

ヶ

一

体

ど

れ

ほ
 

ど
の
意
味
を
彼
の
施
策
に
与
え
.た
ら
い
い
の
か
。
小
論
で
は
そ
の
評
価
に
従 

う
。
.ベ
ル
タ
ン
が
現
実
と
の
接
触
を
通
じ
、

.
自
3

の
.立
場
か
ら
.い
よ
い
.よ
離
れ 

.

.た

場

で

政

治

を

お

こ

な

う

，
に

い

.だ

.っ
'
:た
^
と
が
強
調
さ
れ
る
。
彼
ば
経
験
主
義 

に
；走CV

た
：。
そ
の
：動
機
は
政
務
を
，担
当
す
る
者
と
し
て
の
社
会
的
自
覚
に
発
し 

た
。

.地
主
制
の
振
充
は
.そ
れ
自
体
大
：い
.̂
望
ま
：し
い
。
結
構
な
こ
と
で
'す
ら
あ
. 

る
。.
し
.か
し
一
気
に
拡
充
す
る
結
果
と
し
て
起
る
歪
.み
を
彼
は
；恐
れ
た
の
で
あ 

.

つ
た
。
.
.そ
し
て
こ
の
克
服
の
た
め
べ
' 
ル
タ
ン
は
決
然
ヶ
ネ
ー
の
弟
子
た
る
こ
と 

:

を
放
棄
し
、
へ
こ
れ
に
何
の
苦
悩
も
感
じ
.な
か
っ
.た
。_
ベ
ル
タ
.ン
ぼ
.農
業
改
ギ
で 

.社
会
的
.側
面
を
重
視
す
各
。

■一
 

体
そ
れ
だ
け
の
効
能
が
.あ
っ
た
の
か
。：否
と
い

. 

わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
勢
，に
は
抗
し
き
れ
.な
か
0
た
。
し
か
し
そ
れ
が
大 

,し
て
実
効
：も
な
く
、.，急
.増
.す
る
人
ロ
忙
必
要
な
食
料
.を
供
給
で
き
な
か
っ
た 

:

時
、
'歪
み
ば
い
.よ

い

：
よ

増

し

た

。

.不
満
は
全
土
に
欝
積
し
た
。
.結
果
的
に
み
た
. 

時
ノ
べ
ル
タ
シ
の
施
策
は
単
に
新
し
い
方
向
の
徹
良
を『

眯
妨
害
し
た
と
V

 

'だ
け
の
こ
と
で
し
か
な
か

0
た
：の
で
は
あ
る
ま
い
か
：。
小
論
で
は
そ
う
結
断
す 

る
の
'で
あ
0
た
。

，つ
.
y
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